
9月5日(土） 13:30-17:00(13時開場）  

第1部(基調報告）13:30～14：00 

201５年 

     申込 
申込・お問い合わせ   

第３回 

全国の権利擁護支援の取り組みを学ぶ 

全国権利擁護支援ネットワークホームページ
よりお申し込み下さい。http://www.asnet-

japan.net/ 
 

新潟県立看護大学【第１ホール】定員140名  新潟県上越市新南町２４０   

 

参加費 会員2000円 一般3000円             

「権利擁護支援の制度・政策等の動向」 
  講師：佐藤彰一さん(全国権利擁護支援ネットワーク代表、國學院大學教授）         

第1分科会「意思決定支援～意思決定支援から見た成年後見制度の問題点、 

                        その先をどう考える～」 
第2分科会 
「地域の権利擁護支援システムの構築と推進～権利擁護支援センター等 

      の設置、法人後見・市民後見人等権利擁護人材の養成と活用～」 
 
第3分科会「生活支援と権利擁護～生活困窮者支援から見えてきたこと、 

                あきらめない、あきらめさせない支援～」 
 

                          
                         
 
     
 

                                                                                    

第2部(分科会）14:15～16：15 第3部(全体会）16:30～17：00 

＊お申込・お問合せ 全国権利擁護支援ネットワークホームページよりお願いします。

http://www.asnet-japan.net/ 
主催：全国権利擁護支援ネットワーク（〒273-0005千葉県船橋市本町6-3-16-603 TEL047-407-4584） 
   現地事務局：上越市社会福祉協議会(TEL025-526-1515内線203）他新潟県内加盟団体の燕市社会福祉協議会、 
         柏崎市社会福祉協議会、佐渡市社会福祉協議会の協力を受けて開催しています。 



3 つの分科会の発表者とコーディネーターは下記の通りです。 

☆第 1 分科会発表者は先ごろまでイギリスに留学されていた水島俊彦弁護士、コーディネーターは

竹内俊一弁護士。イギリスの意思決定支援に学びながら日本に根付かせていくことを考えます。 

☆第 2 分科会発表者は佐渡市社会福祉協議会の若きホープ須藤信宏さん、コーディネーターは伊賀

市社会福祉協議会の田邊寿さん。幅広い課題に取り組みます。 

☆第 3 分科会発表者は同じく佐渡市社会福祉協議会のベテラン末武真紀子さん、コーディネーター

は柏崎市社会福祉協議会の大塚真光子さん。楽しく笑いに満ちた分科会になりそうです。 

＊調整が必要な場合がありますので、申込の際にご希望の分科会を第 2 希望までお知らせください。 

会員の方はもちろん、会員外の一般の方のご参加を心よりお待ちしています。 

ぜひお誘いあわせの上、ご参加ください！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                            

＊北陸新幹線、上越妙高駅から妙高はねう

まラインで 5分の高田駅下車。 

・「高田駅前案内所」または「本町 4丁目」

バス停から、『中央病院行き』または『上牧・

宇津の俣行き』に乗車。 

・「看護大学」バス停下車。（所要時間約 13

分） 

＊上越妙高駅からタクシー乗り合わせて約

10分程度。詳細はご確認ください。 

＊参加申し込みは下記の全国権利擁護支援ネットワークホームページよりお願いいたします。 

http://www.asnet-japan.net/ 

申込フォームに必要事項をご記入の上、お手数ですがおひとりずつお申し込みください。 

 終了後、17 時 30 分～懇親会を（場所ヨーデル金谷 会費 5000 円程度）を予定しています。     

合わせてお申し込みください。    

 

会場案内（新潟県立看護大学）  会場アクセス 

全国権利擁護支援ネットワークは全国各地で権利擁護支援の実践を積み重ねてきた団体・個人に

よるネットワークです。201５年７月現在、１０５の団体が加盟しており、各団体は全国各地で

さまざまな先進的な実践を展開しています。当日は 3 つの分科会に分かれて全国のみなさんとの

意見交換を行いながら、権利擁護支援の実践について深めるとともに、権利擁護支援とはいった

い何なのか、その本質を探りたいと思います。基調報告と 3 つの分科会には支援のヒントがいっ

ぱい詰まっています。 

 


